
６2022年（令和4年）10月16日（日曜日）（第三種郵便物認可）
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編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社
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当
所
の
第

期
議
員
選
挙
・
選
任
は
、
９
月

日
（
火
）
に
３
号
議
員

人
が
選
任
さ

れ
、
９
月

日
（
火
）
か
ら
行
わ
れ
た
業
種
・
業
界
別
に
設
置
さ
れ
て
い
る
８
つ
の
部
会

総
会
に
て

人
の
２
号
議
員
が
選
任
さ
れ
た
。
ま
た
１
号
議
員
選
挙
は
、

日
（
土
）
に

立
候
補
届
が
締
め
切
ら
れ
て
お
り
、

日
（
木
）
に
は
投
票
が
行
わ
れ
る
。

　
マ
ル
経
資
金
は
、
商
工
会
議
所
や
商
工
会
な
ど

の
経
営
指
導
を
受
け
て
い
る
小
規
模
事
業
者
が
経

営
改
善
に
必
要
な
資
金
を
無
担
保
・
無
保
証
人
で

利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
て
い
る
事
業
者
に
対
し
制
度
が
拡
充
さ
れ

て
お
り
、
通
常
の
融
資
限
度
額
と
別
枠
で
１
０
０

０
万
円
追
加
さ
れ
、
別
枠
に
つ
い
て
当
初
３
年
間

は
通
常
利
率
（
３
日
現
在
１
・

％
）
か
ら
０
・

９
％
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
い
融
資
条
件
や
適
用
要
件
な
ど
は
当
所
地

域
振
興
部
０
１
５
４
（

）
４
１
４
３
ま
で
。

マ
ル
経
資
金
の
活
用
を

　
「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
」
の
概
要
や
策
定
手

順
な
ど
を
解
説
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を

月
８
日
（
火
）

午
後
２
時
よ
り
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催

し
ま
す
。
参
加
は
無
料
。

　
同
計
画
は
、
災
害
な
ど
の
リ
ス
ク
発
生
時
に
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
、
事
業
継
続
で
き
る
よ
う
事

前
に
対
策
す
る
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
」

の
入
門
編
で
、
策
定
す
る
と
計
画
に
係
る
設
備
投

資
な
ど
に
つ
い
て
税
制
・
補
助
金
の
優
遇
措
置
、

低
利
融
資
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
参
加
希
望
の
方
は

月
１
日
（
火
）
ま
で
に
当

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
振
興
課
０
１
５
４
（

）

４
１
４
３
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

リ
ス
ク
に
備
え
た
企
業
経
営
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
▽
日
程
　

月

日
（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
▽
場
所
　
道
東
経
済
セ
ン
タ

ー
ビ
ル １

号
議
員
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
当
所
青
年
部
（
＝
釧
路
Ｙ
Ｅ

Ｇ
・
吉
田
勝
幸
会
長
）
の
９
月

例
会
が
９
月

日
（
木
）
午
後

６
時

分
よ
り
釧
路
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に
て

開
催
さ
れ
、

人
が
出
席
し
た
。

　
本
例
会
は
ｃ
ｏ
ｏ
ｌ
ス
ポ
ー

ツ
興
行
委
員
会
（
川
村
真
一
委

員
長
）
が
担
当
し
『
ス
ポ
ー
ツ

の
チ
カ
ラ
〜
釧
路
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
興
行
の
可
能
性
〜
』
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。

　
委
員
会
発
表
の
第
１
部
で
は

山
岸
弘
典
副
委
員
長
か
ら
ス
ポ

ー
ツ
が
人
類
共
通
の
文
化
的
な

行
動
で
あ
る
こ
と
や
高
齢
化
社

会
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
で
健
康

寿
命
を
延
ば
す
う
え
で
重
要
で

あ
る
こ
と
を
解
説
し
、
第
２
部

で
は
映
像
を
用
い
て
ス
ポ
ー
ツ

が
世
界
共
通
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
を

報
告
。
第
３
部
で
川
村
委
員
長

は
過
去
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
Ｙ

Ｅ
Ｇ
が
実
施
し
て
き
た
事
業
か

ら
経
済
波
及
効
果
を
算
出
し
、

ス
ポ
ー
ツ
興
行
や
Ｙ
Ｅ
Ｇ
事
業

が
与
え
る
経
済
的
影
響
に
つ
い

て
述
べ
、
今
後
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動

に
向
け
た
機
運
を
高
め
た
。

２号議員選任のため開かれた部会総会

（写真は建設部会）

昨年度開催した研究会の様子

都心部まちづくり計画について説明する吉岡氏

経
済
波
及
効
果
を
解
説
す
る
川

村
委
員
長

【
選
任
さ
れ
た
２
号
議
員
】

　
　
　
　
　
（
総
会
開
催
順
）

▽
水
産
部
会
　
㈱
マ
ル
サ
笹
谷

商
店

▽
理
財
部
会
　
㈱
北
洋
銀
行
釧

路
中
央
支
店
、
釧
路
信
用
組
合

▽
商
事
部
会
　
㈱
三
ッ
輪
商
会

▽
建
設
部
会
　
葵
建
設
㈱
、
白

崎
建
設
㈱
、
宮
脇
土
建
㈱
、
坂

野
建
設
㈱
、
村
井
建
設
㈱
、
㈱

濱
谷
建
設
、
釧
石
工
業
㈱

▽
工
礦
業
部
会
　
菱
エ
ス
テ
ィ

島
本
鉄
工
㈱
、
釧
路
コ
ー
ル
マ

イ
ン
㈱
、
㈱
太
平
洋
製
作
所

▽
商
業
部
会
　
㈱
日
専
連
釧

路
、
丸
中
釧
路
中
央
青
果
㈱
、

㈱
五
明
、
㈱
サ
ト
ー
ビ
ル
、
㈱

リ
ラ
ィ
ア
ブ
ル
、
㈱
阿
部
新
聞

店
、
㈱
釧
路
ス
ズ
キ
販
売

▽
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
　
㈱
浅

川
商
会
、
㈱
忠
和
商
事
、
福
司

酒
造
㈱
、
㈱
三
ツ
星
レ
ス
ト
ラ

ン
シ
ス
テ
ム
、
㈱
北
日
本
広
告

社▽
運
輸
交
通
部
会
　
釧
路
貨
物

自
動
車
㈱
、
太
平
洋
運
輸
㈱

。。。
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当
所
の
第

期
議
員
選
挙
・

選
任
で
は
、
９
月

日
（
火
）
か

ら

月
３
日
（
月
）
の
期
間
で
部

会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
各
部
会

に
そ
れ
ぞ
れ
割
り
当
て
ら
れ
た

定
数
の
２
号
議
員

人
（
別
掲

の
通
り
）
が
選
任
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
１
号
議
員
は
全
会
員

と
特
定
商
工
業
者
に
よ
る
投
票

で
選
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
立
候
補
届
の
提
出
は

日
（
土
）
に
締
め
切
ら
れ
た
。

　
選
挙
は

日
（
木
）
午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
道
東

経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
５
階
の
大

会
議
室
に
て
投
票
、
即
日
開
票

さ
れ
、
選
挙
規
定
に
定
め
ら
れ

た
得
票
数

票
以
上
を
得
た
候

補
者
の
う
ち
得
票
数
が
多
い
順

に
当
選
す
る
。
１
号
議
員
の
立

候
補
者

人
は
別
表
、
ま
た
は

当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認

で
き
る
。

　
な
お
、
１
号
議
員
選
挙
に
係

る
投
票
券
は
今
年
度
分
の
会
費

や
特
定
商
工
業
者
負
担
金
を
納

入
し
た
事
業
所
へ
送
付
し
て
い

る
が
、
未
納
の
場
合
は
振
込
用

紙
を
送
付
し
て
お
り
、

日

（
火
）
午
後
５
時
ま
で
に
当
所

窓
口
で
の
納
入
で
投
票
券
が
発

券
さ
れ
る
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
当
所
総

務
課
０
１
５
４
（

）
４
１
４

１
ま
で
。

　
当
所
と
釧
路
信
用
金
庫
、
釧

路
市
の
共
催
で
実
施
す
る
「
販

路
拡
大
・
磨
き
上
げ
研
究
会
」
が

日
（
木
）
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
本
研
究
会
は
「
身
の
丈
で
取

り
組
め
る
加
工
食
品
の
販
路
開

拓
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
小
規
模
事

業
者
を
対
象
に
平
成

年
か
ら

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
こ
れ
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
開
発
や
販

路
開
拓
を
支
援
し
て
き
た
。

　
研
究
会
で
は
、
現
役
ト
ッ
プ

バ
イ
ヤ
ー
や
商
品
開
発
・
販
売

戦
略
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

を
講
師
に
、
リ
ア
ル
と
ネ
ッ
ト

の
販
路
先
を
見
据
え
た
商
品
開

発
や
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、
販

売
方
法
に
つ
い
て
現
場
目
線
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
最
終
回
で
は
実
践
的
な
商

談
会
に
も
参
加
で
き
る
。

　
今
年
度
は
、
初
め
て
参
加
す

る
方
や
改
め
て
基
礎
を
学
び
た

い
方
向
け
の
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ

ー
ス
」
、
全
参
加
者
必
修
で
本

事
業
の
核
と
な
る
部
分
を
学
ぶ

「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
コ
ー

ス
」
、
１
月
の
商
談
会
を
目
標

に
個
別
相
談
で
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
商
品
の
改
良
や
開

発
に
取
り
組
む
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

コ
ー
ス
」
の
３
コ
ー
ス
を
設
け

て
い
る
。

　
参
加
無
料
で
、
業
種
を
問
わ

ず
受
講
可
能
。
申
し
込
み
は

日
（
月
）
ま
で
受
け
付
け
て
い

る
。

　
問
い
合
わ
せ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
詳
細
な
ど
は
当
所
経
営
相

談
課
０
１
５
４
（

）
４
１
４
３

ま
た
は

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

へ
（

下

記

Ｑ

Ｒ
）
。

　
当
所
商
工
振
興
委
員
に
よ
る

両
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
議
が

日

（
水
）
午
後
５
時

分
よ
り
市

内
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
当
委
員
は
、
当
所
の
経
営
指

導
員
と
地
域
の
小
規
模
事
業
者

を
つ
な
ぐ
た
め
地
区
・
業
種
別

に
委
嘱
さ
れ
た

人
が
活
動
し

て
お
り
、
本
会
議
は
委
員
同
士

の
交
流
を
目
的
に
研
修
会
や
情

報
交
換
会
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
回
は
、
釧
路
市
都
市
整
備

部
の
青
柳
充
保
都
心
部
ま
ち
づ

く
り
担
当
部
長
と
吉
岡
亨
都
心

部
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長
を
招

き
、
鉄
道
高
架
と
都
心
部
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　
吉
岡
氏
は
、
鉄
道
高
架
を
基

本
と
す
る
『
都
心
部
ま
ち
づ
く

り
計
画
』
の
方
針
案
に
つ
い
て

都
心
部
の
現
状
や
課
題
を
踏
ま

え
、
高
架
下
に
道
路
を
複
数
通

し
、
人
と
公
共
交
通
の
利
便
性

を
上
げ
る
こ
と
で
有
事
の
際
の

避
難
も
円
滑
に
な
る
と
解
説
し

た
。

　
ま
た
「
駅
や
北
大
通
周
辺
を

歩
行
者
が
楽
し
め
る
空
間
に
す

る
こ
と
で
賑
わ
い
を
創
出
で
き

る
。
今
後
市
民
の
意
見
を
聞
き

整
備
方
針
を
固
め
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

　
研
修
会
終
了
後
に
は
、
事
務

局
か
ら
の
情
報
提
供
や
情
報
交

換
会
が
行
わ
れ
た
。


